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岩手の大地をイーハトーブと名づけた宮沢賢治が卒業した岩手大学は、
地域に根ざす高等教育機関として専門・教養教育において地域志向教育
を行うことで、岩手の復興と発展を担う人材や、地域の伝統文化を理解・尊
重し国際的な視野を持って主体的に行動・発信できるグローカルな人材を
育成します。ふるさといわて創造をめざす地域志向教育プログラムは、新入
生全員が現地を訪れる「震災復興に関する学修」からスタートし、深い教養
と専門を学び身につけるとともに、自治体・企業職員と一緒に地域課題を発
見・解決する力を鍛えるPBL型授業や、フィールドワークやインターンシップを組み込んだ授業など多彩な科目を
用意しています。地域志向教育プログラムで学んだ学生からは、すでに地域おこしのボランティア・サークルや「い
わてキボウスター開拓塾」に参加する学生が生まれています。本ブースでは岩手大学の地域志向教育プログラ
ムを紹介します。
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#地域志向教育　#地域課題解決　#フィールドワーク　#インターンシップ

学内カンパニー活動は、H21年度からH25年度までの5年間にわたる教育改
善プログラムとして文科省から予算措置され、H26年度から岩手大学の自主
運営事業として継続されている教育改善プログラムです。令和元年度は4つの
ポイントに着目して進めます。
・ベンチャー立ち上げにも繋がりうる実践的な取り組み
・事業性に富み、地域性、社会貢献性が高い取り組み
・地域企業等との連携によるものづくり、製品開発
・  先端理工学、地域創生特別プログラムの活動をベースとしたものづくり、コ
トづくり
学内カンパニーには責任者（ 教職員、学生）、社員（院生、学生）、インターン生

（ 学生）がおり、上位の人は部下に対してプロジェクト組織の運営、監督、教育を行います。この過程で学生は技術
だけではなく、教育することやされることの中で目標を達成することを身に付けます。平成21年から始まった学内カ
ンパニー活動は学内外から高い評価をいただき、岩手県の内外を問わず他大学や行政機関などからの見学、紹介
依頼を多くいただいています。これからも一層の充実をはかり、社会人力豊かな学生の輩出に務めていきます。
＜本年度の活動成果の例＞　・肴町商店街活性化プロジェクトへの参画（学内カンパニー製品のワゴン販
売）・ウニ染めハンカチの展示販売（ひろの町水産会館）・スピードスケートブレード研磨システムの開発・盛岡市
ごみ収集アプリの開発　など

岩手大学ものづくり
エンジニアリングファクトリー 
「学内カンパニー」
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#ベンチャー　#社会貢献　#地域企業との連携　#まちづくり
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